
次期（第17期）の総代選出に向けて、選挙管理委員会
の委員と、総代定数（500名）を確認しました。

コープぎふ理事会として、「集団的自衛権の行使容認
を含む安全保障関連法案の廃案を求める意見書」を
内閣総理大臣に送付する事を確認しました。

7月期決算について承認しました
7月期事業結果　 単位：百万円

7月実績 予算差

2,048 － 25商品の供給高

2,118 － 28総 事 業 高

466 － 16事 業 経 費

21 ＋ 3

累計実績

8,377

8,640

1,857

136

予算差

＋ 75

＋ 70

－ 61

＋ 83経常剰余金

組合員数 226,916名　計画比 99.7％ （ 加入 696名 ）
出資金 39億1,369万円　一人当たり出資金 17,247円

新長良店の建設に際し、現長良店の営業終了日を9月
24日（木）とし、建設中は、芥見店でお買い物をしてい
ただけるよう、長良店から買い物バスを運行するな
どの対応をする事が確認されました。

　コープぎふは「笑顔あふれる協同のくらし」を理念とし、設立以来「台所から平和を」をスローガンに、戦争の

ない安全･安心なくらしを願って取り組みをすすめてきました。

　また被爆・戦後70年の節目にあたる今年は、二度と戦争の起きない平和な社会が続くことを願って、組合員

の思いを寄せたコープぎふ平和憲章を制定しました。

　このような中、貴内閣が今国会において成立をめざしておられる安全保障関連法案は、日本が攻撃された場

合だけでなく、「日本の平和及び安全に重要な影響を与える事態」や「国際社会の平和や安全を脅かす事態」に

は、地理的な限定なく自衛隊の海外での武力行使を認める内容となっています。

　これは、「存立危機事態」、「重要影響事態」など無限定かつ曖昧な表現によって、どこでも、どんな事態でも自

衛隊が海外で武力行使できるようにすることに等しく、いわば“戦争ができる国づくり”のための条件が際限

なく広がっていくことに大きな不安を覚えます。またそのような法案が、衆議院において多くの識者や国民の

声を無視する形で強行採決をされたことにも憤りを感じています。

　世界各地では今尚、戦争や紛争の惨禍が絶えることがありません。しかし、日本は戦後、戦争によって一人の

命を奪うことも奪われることもありませんでした。それは先の大戦での多くの尊い犠牲と反省の上に立ち、日

本国憲法第９条のもと二度と戦争をしないことを内外に誓い守り続けてきたからです。

　平和は安心して暮らし続けられることの基本条件であり、日本国憲法にも謳われた国民としての基本的権

利です。

　以上からコープぎふ理事会として、今国会での安全保障関連法案の廃案を求めるとともに、このような法案

が国民の大半が反対するなか強行に推し進められようとしていることに対し、抗議の意見表明をいたします。 
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なく広がっていくことに大きな不安を覚えます。またそのような法案が、衆議院において多くの識者や国民の
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　以上からコープぎふ理事会として、今国会での安全保障関連法案の廃案を求めるとともに、このような法案

が国民の大半が反対するなか強行に推し進められようとしていることに対し、抗議の意見表明をいたします。 
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10月1週より、共同購入での冷凍品の取扱いを拡大
するとともに、商品案内書を見やすく改善する事が
確認されました。

組合員さんの声で

で改善

ＣＯ・ＯＰの「大きな果肉
のブルーベリージャム」
「いちごジャム」「白桃ジャ
ム」などの、ふたの口径を
小さくして、開けやすいように改善しました。ま
た、分別の際にラベルが剥がしやすくなるよ
う、ラベルの糊も変更しました。

ふたの口径を小さくして
開けやすくなるように改善しました

声

高齢になって、ジャムの瓶のふたを開けるのも
一苦労です。ふたが開けやすくなりませんか。

組合員さんの 声

福祉活動助成基金の
助成団体を募集します2016年度
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内閣総理大臣 安倍 晋三 様

“戦争ができる国づくり”をすすめる安全保障関連法案の廃案を求めます

生活協同組合コープぎふ理事会

2015年8月5日
集団的自衛権の行使容認を含む安全保障関連法案の廃案を求める意見書　

　福祉活動助成基金は、組合員さんが参加する県内での非営利
的な福祉活動（事業・活動・研究）を応援するための基金です。この
基金はコープぎふからの拠出金と組合員さんから寄せられた福
祉募金から成っており、2006年の制度開始以来、これまでに、
143団体、約2595万円の助成を行ってきました。今後もコープぎ
ふの組合員の活動や事業との関わりを深めながら、地域の福祉
活動を応援していきます。

高齢者、障がいのあるもの、幼児・児童、
その他住民の生活を支援する活動、施設作り
高齢者、障がいのあるもの、幼児・児童、その他住民が住みやす
い社会づくりという目的に沿う、「調査研究活動」「交流会、研
究会、シンポジウム開催」など
前項の目的を達成するために必要な事業

問い合わせ・資料請求  ＊詳しくはコープぎふホームページでご案内しています。

生活協同組合 コープぎふ くらしの活動部 福祉活動助成基金事務局
TEL 058-370-6873　

応募締切日 2015年11月15日（日）

①

②

③

助成対象
事　　業

Aコース（施設・建物）1件100万円、1団体
Bコース（器具・備品など）1件20万円、5団体まで
Cコース（調査研究、交流、研究会など）1件10万円、10団体まで

助成金額 ： 総額300万円まで

わたしの
ひとこと

夫が3月に、定年で仕事をやめて家にいます。米の減り方がハンパない。
洗濯、皿洗い、掃除、その他家事全般すべてやります。まるで、主婦です。｜岐阜市 片田さん ｜

わたしの
ひとこと

フジバカマの花が咲くとやってくるといわれている蝶が、我が家の庭のフジバカマにも来てくれることを 
心待ちにしています。昨年も本当に来たんですよ。　｜関ヶ原町 クリッコさん｜

わたしの
ひとこと

0910


